
病院だより「こころ」 

  

 

「病
院
で
働
く
と
い
う
こ
と
は
、
生
命
を
預
か
る
と
て
も
大
変
な
仕
事
。
日
頃
患
者
さ
ん
の
た

め
に
頑
張
っ
て
い
る
皆
さ
ん
が
、
い
つ
も
笑
顔
で
心
も
体
も
健
や
か
に
仕
事
が
で
き
る
よ
う
祈
り

を
込
め
て
歌
い
ま
す
。
」
会
場
に
集
ま
っ
た
約
五
十
人
の
職
員
に
、
石
谷
嘉
明
さ
ん
は
温
か
い
言

葉
を
贈
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

当
院
の
看
護
部
で
組
織
し
て
い
る
「看
護
の
質
向
上
委
員
会
」
が
、
職
員
を
対
象
に
し
た
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
を
企
画
。
去
る
九
月
十
七
日
、
６
階
講
堂
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
・科学的でかつ良質・効率的な医療の提供を目指します。 

・医療の安全管理に最大の努力をはらいます。 

・患者さまの満足度の向上に努めます。 

・患者さまの権利を尊重し患者さま本位の人間味あふれる医療を行います。 

・市立病院は市の行政施策のひとつとして存在することを認識し行動します。 

・地域の医療機関や福祉施設等の連携等により地域完結型の医療を推し進めます。 

・医療の使命に情熱を燃やす職員集団として日々研鑽に励みます。 

・職種、診療科を超えたチーム医療に徹し病院の総合力発揮します。 

・良質で安全な医療を提供するため経営健全化に努めます。 

 

良質の医療、信頼の医療を優しさと思

いやりをもって提供する病院 

 

地域の中核医療を担う市立病院で働く

職員、医療人としての使命感を持ち協

調して行動する病院 
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職
員
の
た
め
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

～
心
に
響
く
石
谷
嘉
章
さ
ん
の
歌
声 

 

 

こ
の
委
員
会
で
は
、
文
字
通
り
看
護
の
質
の
向

上
を
目
指
し
、
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
し
た
が
、
今
回
は
癒
し
を
テ
ー
マ
に
し
た
コ
ン

サ
ー
ト
と
い
う
異
色
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
委
員
会
の

代
表
者
は
今
回
の
企
画
の
趣
旨
に
つ
い
て
、
「
忙

し
さ
に
追
わ
れ
て
心
が
す
さ
ん
で
し
ま
っ
て
は
、

看
護
の
質
も
向
上
し
な
い
。
美
し
い
音
楽
に
触
れ

て
精
神
的
に
潤
う
こ
と
で
、
自
ず
と
他
者
を
思
い

や
る
気
持
ち
が
芽
生
え
、
看
護
の
質
の
向
上
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
ま
し
た
。
」
と
語
っ
て
い
ま
し

た
。 

 

石
谷
さ
ん
が
ピ
ア
ノ
の
生
演
奏
を
交
え
な
が
ら

透
明
感
あ
ふ
れ
る
フ
ァ
ル
セ
ッ
ト
（
裏
声
）
を
生

か
し
て
披
露
し
て
く
だ
さ
っ
た
曲
目
は
「
ア

ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
」
「
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ

ス
」
、
「
千
の
風
に
な
っ
て
」
な
ど
、
誰
も
が
心

打
た
れ
る
名
曲
。
「
ジ
ュ
ピ
タ
ー
」
の
メ
ロ
デ
ィ

に
誘
わ
れ
る
よ
う
に
昇
っ
て
き
た
月
の
光
の
中

ム
ー
ド
は
最
高
潮
に
。
ア
ン
コ
ー
ル
の
「
翼
を
下

さ
い
」
で
は
、
聴
衆
も
思
わ
ず
一
緒
に
口
ず
さ
ん

で
し
ま
っ
た
ほ
ど
で
し
た
。 

 

石
谷
さ
ん
は
現
在
、
地
元
を
中
心
に
音
楽
活
動

を
展
開
し
て
お
り
、
時
に
は
路
上
ラ
イ
ブ
も
行
っ

て
い
る
と
の
こ
と
。
い

つ
か
街
の
中
で
、
石
谷

さ
ん
の
美
し
い
歌
声
に

出
会
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。 

 

今
回
は
職
員
を
対
象

に
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
で

し
た
が
、
毎
年
年
末
に

行
っ
て
い
る
患
者
さ
ん

の
皆
様
の
た
め
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
、
今
年
度
も

開
催
す
る
予
定
で
す
。

一
所
懸
命
病
気
と
闘
っ

て
い
る
患
者
さ
ん
や
、

皆
さ
ん
を
支
え
て
い
る

ご
家
族
に
、
癒
し
の
ひ

と
と
き
を
持
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

石
谷
嘉
章
さ
ん 

 
 

  

石
谷
さ
ん
は
小
樽
在
住
二
十
六
歳
。 

十
九
歳
か
ら
、
フ
ァ
ル
セ
ッ
ト
を
織
り
交

ぜ
た
独
特
の
声
で
音
楽
活
動
を
開
始
。 

「皆
さ
ん
の
笑
顔
が
見
た
い
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
、
イ
ベ
ン
ト
、
ア
カ

ペ
ラ
ス
ト
リ
ー
ト
な
ど
を
展
開
中 
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前
回
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
注
に
よ
る
四
段
階
硬

化
療
法
の
概
略
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
し
ま

し
た
。
連
載
の
第
２
回
目
に
当
た
る
今
回
は

Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
注
に
よ
る
四
段
階
硬
化
療
法
は
、

実
際
に
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か
に
つ

い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

実
際
の
診
療
に
お
い
て
は
、
外
来
で
手
術

が
決
定
さ
れ
る
と
必
要
な
検
査
を
行
っ
た
上

で
入
院
し
て
手
術
を
行
い
退
院
と
な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け

る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
、
あ
ま
り
専
門
的
な

こ
と
は
省
い
て
皆
様
に
分
か
り
や
す
く
順
を

追
っ
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 １
外
来
：
直
腸
指
診
、
肛
門
鏡
検
査
な
ど
に

よ
り
内
痔
核
と
診
断
さ
れ
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
注

に
よ
る
四
段
階
硬
化
療
法
の
適
応
で
あ
る

と
判
断
さ
れ
た
方
は
、
採
血
、
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
検
査
、
心
電
図
な
ど
の
一
般
検
査

を
行
い
手
術
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
い

た
し
ま
す
。
こ
の
段
階
で
重
篤
な
基
礎
疾

患
が
疑
わ
れ
た
場
合
に
は
、
ま
ず
そ
ち
ら

の
診
断
と
治
療
を
優
先
し
ま
す
。 

２
入
院
：
通
常
は
手
術
当
日
に
入
院
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
朝
食
は
控
え
め
に
（
通
常

の
１
／
２
程
度
）
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ

い
て
結
構
で
す
。
入
院
後
、
万
一
の
手
術

Ａ
注
の
至
適
投
与
量
お
よ
び
注
射
針
の
深
さ

は
微
妙
で
あ
り
、
こ
れ
を
誤
る
と
重
篤
な
合

併
症
が
生
じ
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
が
特
別
な
講
習
を
ク
リ
ア
ー
し
た
ラ
イ

セ
ン
ス
医
師
に
よ
る
投
与
が
必
要
な
理
由
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

当
院
で
は
、
患
者
さ
ま
の
受
け
ら
れ
る
治

療
に
関
し
て
、
一
泊
二
日
の
ク
リ
ニ
カ
ル
パ

ス
（
患
者
さ
ま
用
パ
ス
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
）
を
作
成
し
入
院
中
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

前
も
っ
て
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
。
患
者

さ
ま
と
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
が
パ
ス
を
共
有
す

る
こ
と
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

り
や
す
く
な
り
信
頼
関
係
を
築
け
る
よ
う
に

勤
め
て
お
り
ま
す
。 

～
注
射
で
痔
を
治
す
～ 

一
泊
二
日
の
内
痔
核
治
療 

 

そ
の
２ 

    

外
科
医
長 

 

越
前
谷
勇
人 

中
の
変
化
に
備
え
て
点
滴
を
行
い
投
薬

ル
ー
ト
を
確
保
い
た
し
ま
す
。 

３
手
術
室
へ
の
入
室
：
手
術
開
始
の
十
五
分

前
ま
で
に
入
室
し
、
氏
名
生
年
月
日
な
ど

の
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。 

４
体
位
：
手
術
室
に
入
り
、
手
術
台
の
上
に

側
臥
位
に
な
り
膝
を
抱
え
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

５
体
位
の
固
定
：
臀
部
に
テ
ー
プ
を
張
り
牽

引
し
、
肛
門
が
良
く
見
え
る
よ
う
に
固
定

し
ま
す
。 

６
肛
門
の
消
毒
：
イ
ソ
ジ
ン
に
て
十
分
肛
門

周
囲
お
よ
び
内
部
を
消
毒
し
ま
す
。 

７
麻
酔
：
肛
門
周
囲
に
局
所
麻
酔
を
い
た
し

ま
す
。 

８
肛
門
鏡
：
肛
門
指
診
の
後
、
Ｚ
式
肛
門
鏡

（
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
注
専
用
の
肛
門
鏡
で
す
）
を

挿
入
し
肛
門
内
部
を
観
察
し
ま
す
。 

９
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
注
に
よ
る
四
段
階
硬
化
療
法

（
図
Ａ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
） 

 

四
段
階
注
射
法
と
は
、
痔
核
を
①
痔
核
上

極
部
、
②
痔
核
中
央
の
深
部
と
③
浅
部
、

④
痔
核
下
極
部
に
分
け
て
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
に
よ

る
注
射
を
行
う
治
療
法
で
す
。 

①
：
第
一
段
階
で
は
痔
核
上
極
部
の
粘
膜

粘
膜
下
層
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
を
投
与
し
ま
す
。 

②
：
第
二
段
階
で
は
痔
核
中
央
部
の
粘
膜

下
層
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
を
投
与
し
ま
す
。 

③
：
第
三
段
階
で
は
、
第
二
段
階
の
注
射

針
を
痔
核
か
ら
抜
去
せ
ず
そ
の
ま
ま
ゆ
っ

く
り
と
手
前
に
引
き
抜
き
痔
核
中
央
部
粘

膜
固
有
層
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
を
注
射
し
ま
す
。 

④
：
第
四
段
階
で
は
痔
核
下
極
部
の
粘
膜

下
層
部
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
を
注
射
し
ま
す
。 

 

そ
の
際
に
は
、
患
者
様
に
痛
み
の
な
い

こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
行
う
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
こ
の
確
認
に
よ
り
肛
門
括
約

筋
へ
の
薬
液
の
誤
注
入
を
防
止
し
合
併
症

を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

当
院
で
は
こ
の
点
を
重
視
し
局
所
麻
酔

に
て
行
っ
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
は
、
内

痔
核
の
浅
層
レ
ベ
ル
に
は
痛
覚
神
経
は
存

在
し
ま
せ
ん
の
で
注
射
が
的
確
に
行
わ
れ

て
い
れ
ば
痛
み
は
感
じ
な
い
は
ず
で
す
。 

 

薬
液
を
投
与
す
る
前
に
必
ず
注
射
針
だ

け
を
刺
入
し
患
者
さ
ま
に
痛
み
の
有
無
を

確
認
し
、
痛
み
が
あ
れ
ば
針
が
深
く
入
り

筋
層
（
肛
門
括
約
筋
）
に
当
た
っ
て
い
る

か
肛
門
上
皮
（
外
痔
核
領
域
）
に
近
す
ぎ

る
か
の
い
ず
れ
か
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
針
の
刺
入
位
置
を
変
更
し
ま
す
。 

 

注
入
後
は
痔
核
壊
死
を
防
ぐ
た
め
に
、

薬
液
が
痔
核
内
に
行
き
わ
た
る
よ
う
に
肛

門
内
を
十
分
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
ま
す
。
平
均

約
十
五
分
で
治
療
は
終
了
し
ま
す
。 

10
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
注
射
後
：
疼
痛
、
出
血
の
な

い
こ
と
を
確
認
し
ま
す
。 

11
手
術
室
退
室
後
：
通
常
通
り
の
生
活
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

12

手
術
翌
日
：
肛
門
か
ら
の
大
き
な
出

血
、
疼
痛
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
退

院
許
可
が
出
ま
す
。 

 
な
お
抗
生
剤
は
、
手
術
当
日
と
翌
日
の
み

投
与
い
た
し
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
注
に
よ
る
四
段

階
硬
化
療
法
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し

そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
お
け
る
適
切
な
Ａ
Ｌ
Ｔ

   

図Ａ 
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項目  外来～入院当日 手術前日 

目標 ＜患者さまの目標＞ 安心して手術を受けることができる。 

  そのために手術や入院中の分からないことはご遠慮なくお尋ねください。 

治療・処置 ・

検査 

手術のための検査をします。         

 ・採血 胸のレントゲン 心電図など  

       

内服薬・点滴 

いつも飲んでいるお薬はご持参ください。

医師、または看護師が確認の上いつもの

通り飲んでいただきます。 

眠れない方はお薬をご用意いたしますので、

医師または看護師にご相談ください。 

活動・安静度 
いつもと同じようにお過ごしください。 

 
    

食事 制限はありません。       

清潔 いつもと同じようにお過ごしください。  

排泄 便秘や下痢気味の方は、ご相談ください。       

患者様及びご

家族への説

明 

医師から手術についての説明があります。      

入院後に病棟をご案内し、入院中や手術

の必要物品を説明させていただきます。  

     

書類 手術承諾書の確認    入院計画書      

お風呂に入っていただきます。   

 
以
上
今
回
は
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
注
に
よ
る
四
段
階

硬
化
療
法
の
実
際
に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
次
回
は
、
痔
核
の
種
類
と

肛
門
の
解
剖
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
注
の
適
応
疾
患
、

治
療
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し

す
る
予
定
で
す
。 

健
康
の
は
な
し 

 

（
内
科
医
長 

木
曽
田 

理
絵)  

 

漢
方
特
有
の
考
え
方
に
、
構
成
す
る

生
薬
の
分
け
方
と
し
て
『
上
品(

じ
ょ
う

ほ
ん)

』
『
中
品(

ち
ゅ
う
ぼ
ん)

』
『
下

品(

げ
ほ
ん)

』
が
あ
り
ま
す
。
上
品
は

食
物
で
も
あ
り
、
身
体
へ
の
負
担
が
少

な

く
、
長

期

投
与
可
能
な

も

の

で

す

が
、
中
・
下

と
進
む
に
つ

れ
、
生

薬

の

長
期
投
与
と

し
て
の
安
全

性
が
低
く
な
る
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
は
東

洋
医
学
の
未
病
を
治
す
と
か
気
血
水
の
バ

ラ
ン
ス
を
取
る
と
い
っ
た
考
え
方
か
ら
生

れ
た
も
の
で
、
薬
の
効
果
の
捕
ら
え
方
が

違
え
ば
、
優
越
の
つ
け
方
は
変
わ
っ
て
き

漢
方
薬
よ
も
や
ま
ば
な
し
３ 

木
曽
田
医
師
の
外
来
診
療
は 

火
曜
日
、
木
曜
日
、
金
曜
日
で
す
。 

ま
す
。
西
洋
医
学
の
よ
う
に
感
染
症
・
外

傷
と
い
っ
た
す
で
に
正
常
か
ら
ず
れ
て
し

ま
っ
た
状
態
を
治
す
治
療
で
は
薬
は
強
い

効
き
目
が
必
要
と
さ
れ
、
切
れ
味
も
い
い

代
わ
り
に
毒
に
も
な
り
得
る
下
品
か
ら
抽

出
・
精
製
し
て
作
ら
れ
て
い
っ
た
の
で

す
。
毒
は
毒
を
も
っ
て
制
せ
よ
と
い
う
わ

け
で
す
。
す
な
わ
ち
西
洋
薬
は
『
諸
刃
の

剣
』
と
い
っ
た
面
を
持
つ
の
で
す
が
、
そ

れ
で
は
西
洋
薬
で
長
期
投
与
が
必
要
な
病

状
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
高
血
圧
・
高

脂
血
症
・
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の

際
、
薬
は
飲
ま
な
い
ほ
う
が
い
い
の
で

し
ょ
う
か
？
答
え
は
い
い
え
で
す
。
生
活
習

慣
病
は
長
年
の
生
活
の
歪
み
の
結
果
出
て
き

た
も
の
で
、
そ
の
影
響
は
一
朝
一
夕
で
消
え

る
も
の
で
は
な
く
、
生
活
習
慣
を
正
し
て
も

正
常
か
ら
外
れ
た
値
が
継
続
す
れ
ば
動
脈
硬

化
を
進
展
さ
せ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で

す
。
も
ち
ろ
ん
数
値
の
み
を
良
く
し
て
生
活

改
善
を
し
な
け
れ
ば
、
病
は
進
ん
で
い
く
と

東
洋
医
学
で
は
教
え
て
い
ま
す
。 

項目 手術当日 

目標 
＜患者さまの目標＞ 安心して手術を受けることができる。 

そのために手術や入院中の分からないことはご遠慮なくお尋ねください。 

治療・処置・ （手術前）      （手術後）           

 検査 
患者さまの間違いがないように名前のバンド

を手首につけさせて頂きます。 

消灯頃まで時間毎に検温・血圧測定をし、 

傷の状態を診せていただきます。  

  
痛みや気分不快などがありましたら、ご相

談ください。適宜、対処いたします。 

点滴・内服 

右腕から点滴をします。   化膿止めの点滴をします（手術後１日目ま

で）     

（水分補給と化膿止めです）     お水が飲めるようになったら、水分・栄養補

給の点滴は終了します。 

活動･安静 
特に制限はありませんが、手術前の準備が

ございますので、病室でお過ごしください。 

病室に戻られましたら、制限はありません     

食事 朝食は半分ほどに控えて食べてください。 食事をとることができます。   

  お水は指定時刻より飲むことはできません。          

清潔 お風呂には、入れません。身体をタオルでふかせていただきます。          

排泄 
 病室に戻られましたら、トイレにいけます。 

患者様及びご

家族への説

明 

手術の必要物品をお預かりします。   ：   

頃にストレッチャーで手術室へ行きます。   

手術が終わり次第、担当医からご家族にお

話 （説明）があります。 

          病室に戻り、処置が終わりましたらご面会

ができます。   

                         

項目       手術後１日目から退院まで 

目標 痛みが落ち着き不安なく退院できる。          

  退院後の生活について不安や疑問があれば、医師または看護師にご相談ください。 

治療・処置・ 回診のときに医師が傷の状態を診ます。                 

検査 看護師が検温時、傷の状態を診させていただきます。   

  （手術後１日目）採血があります。                   

点滴・内服 食事が出ますので、お薬は今までと同じように飲んでください。          

活動･安静 特に制限はありません。  
食事 特に制限はありません。 傷が早く治るようにしっかり食事を摂って、体力をつけましょう。              

清潔 

入浴はできませんので、看護師が体を拭くの

をお手伝いします             傷の状態を確認し

たうえで、入浴許可

がでます。     

排泄 傷に負担がかかりますので、お便の時も強く 力まないでください。               

  便秘が心配な方はご相談ください。            

患者様及びご

家族への説

明 

手術後はお腹に強い力をかけないよう、重い物を持ったり 力んだり

しないように注意してください。手術後、軟膏が処方されます。１日２

回肛門へ挿入し塗布してください。  

退院４日後(手術か

ら７日前後)に外来

にいらしていただき

ます。   

書類 

     退院後も上記の生活を心がけて下さい。 

    退院後になにか異常がありましたら、早期受診してください。  

    退院手続き  退院のしおり 診察券の受け取り退院が決まりま

したらアンケートをお渡しします。 退院前日までに回収させてい

ただきます。    

手術室に行く前にトイレは済ませ

ておいてください。    

患者さま用クリニカルパス 
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ 

  

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
ご
希
望
の
方

は
、
当
院
通
院
中
の
場
合
（
皮
膚
科
を
除

く
）
は
通
院
診
療
科
に
、
通
院
し
て
い
な
い

場
合
は
内
科
に
、
新
患
ま
た
は
再
来
の
受
け

付
け
を
し
て
受
診
願
い
ま
す
。
（
※
中
学
生

以
下
は
小
児
科
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
） 

 

医
師
が
診
察
し
て
接
種
の
可
否
を
判
断
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
の
休

診
日
と
そ
の
前
日
（
金
曜
日
及
び
十
二
月
二

十
二
日
、
二
十
九
日
）
は
、
接
種
で
き
ま
せ

ん
。 

  

◎
受
付
時
間 

 

月
～
木
の
午
前
中
の
受
付
時
間
内 

 

◎
小
児
科
受
付
時
間 

 

火
・
木
の
午
後
３
時
～
４
時 

 

★
年
齢
に
よ
っ
て
２
回
接
種
を
要
し
ま
す
。 

 

★
来
院
日
の
前
日
、
午
前
十
二
時
ま
で
に
予
約

願
い
ま
す
。 

 

★
受
け
付
け
は
、
予
約
時
間
の
十
分
前
ま
で
に

新
患
・
再
来
と
も
①
番
窓
口
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。 

 

◎
料
金
・
・ 

一
回
に
つ
き
二
千
二
百
五
十
円
（
税
込
み
） 

 

 

★
小
樽
市
内
に
居
住
す
る
六
十
五
歳
以
上

の
高
齢
者
ま
た
は
六
十
歳
か
ら
六
十
四

歳
の
内
部
障
害
の
あ
る
障
が
い
者
の
方

は
料
金
に
公
費
助
成
が
あ
り
、
自
己
負

担
が
千
円
に
な
り
ま
す
。
受
け
付
け
時

に
健
康
保
険
証
（
内
部
障
害
の
あ
る
方

は
障
害
者
手
帳
か
主
治
医
の
診
断
書
）

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

★
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
で
生
活
保
護

受
給
の
方
は
、
生
活
保
護
手
帳
を
提
示

す
る
と
自
己
負
担
が
無
料
に
な
り
ま

す
。 

小
樽
病
院 

『健
康
相
談
会
』を
開
催
し
ま
す 

 
 

 

日
頃
、
健
康
に
つ
い
て
ご
心
配
な

こ
と
、
相
談
し
て
み
た
い
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。 

小
樽
病
院
で
は
、
「
健
康
相
談
会
」

を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

市
立
小
樽
病
院
の
経
験
豊
富
な
看
護

師
が
、
健
康
に
関
す
る
皆
さ
ん
の
ご

相
談
に
応
じ
ま
す
。 

ま
た
、
「
血
圧
測
定
」
や
「
体
脂
肪

率
」
「
骨
量
測
定
」
な
ど
も
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

ご
自
分
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る

つ
も
り
で
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
く
だ

さ
い
。 

 

日
時 

 

平
成
二
十
年
十
一
月
十
二
日(

水)

・

十
三
日
（木
）・十
四
日
（金
） 

 

９
時
～
12
時 

場
所  

１
階
外
来 

健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
そ
の
予
防 

感
染
管
理
認
定
看
護
師 

森
山 

洋
子 

 

突
然
の
高
熱
。
食
事
も
の
ど
を
通
ら
な
い

ほ
ど
体
が
だ
る
く
て
動
け
な
い
。
咳
、
鼻

水
が
出
る
・
・
・
。
毎
年
、
秋
か
ら
冬
に

か
け
て
流
行
す
る
呼
吸
器
感
染
症
「
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
典
型
的
症
状
で
す
。 

こ
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
予
防
法
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

①
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い
健
康

な
体
づ
く
り
（
適
度
な
運
動
・
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
事
・
十
分
な
休
息
） 

②
人
が
大
勢
集
ま
る
と
こ
ろ
を
避
け
る 

③
外
出
時
は
マ
ス
ク
を
着
用
（
鼻
や
の
ど

の
粘
膜
が
乾
燥
し
な
い
よ
う
に
し
、

ウ
ィ
ル
ス
の
侵
入
を
防
ぐ
） 

④
う
が
い
・
手
洗
い
を
す
る 

⑤
毎
年
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
す
る 

 

こ
れ
ら
の
予
防
法
の
中
で
、
毎
日
行
う

こ
と
も
な
く
、
常
に
気
を
つ
け
て
い
な
く

て
も
で
き
る
こ
と
が
、
５
番
目
の
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
で
す
。 

 

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
と
は
」 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
な

ぜ
毎
年
こ
の
時
期
に
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

そ
れ
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が
持
続
す

る
の
は
約
五
ヶ
月
と
短
期
間
で
あ
る
こ
と

と
、
更
に
流
行
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

株
が
毎
年
の
よ
う
に
少
し
ず
つ
変
化
す
る

か
ら
で
す
。 

 

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
て
も
、
絶
対
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
か
か
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
す
る
こ

と
で
免
疫
機
能
が
は

た
ら
い
て
、
人
が
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
た
こ

と
に
よ
り
発
症
す
る

高
熱
や
倦
怠
感
、
食

欲
不
振
な
ど
の
様
々

な
症
状
を
軽
く
し
、

肺
炎
な
ど
の
重
篤
な

合
併
症
に
な
る
こ
と

を
防
い
で
く
れ
る
の
で
す
。 

 

な
お
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン

の
効
き
目
が
出
る
ま
で
に
は
、
接
種
か
ら

お
よ
そ
二
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
。
で
す

か
ら
、
流
行
時
期
よ
り
少
し
早
め
に
接
種

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

 

「
予
防
は
大
切
」 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
、
そ
れ
が
も
と
で
深
刻
な
病
気
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
毎
年
少
な
か
ら
ず
あ
り

ま
す
。 

 

特
に
ご
高
齢
の
方
や
介
護
を
さ
れ
て
い

る
方
、
学
校
や
施
設
な
ど
で
集
団
生
活
を

さ
れ
る
方
、
免
疫
の
低
下
が
考
え
ら
れ
る

持
病
を
お
持
ち
の
方
、
も
ち
ろ
ん
医
療
従

事
者
に
も
予
防
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
を
防
ぐ
に

は
、
み
ん
な
で
予
防
行
動
を
取
る
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。 

 

も
し
も
症
状
が
現
れ
た
ら
、
マ
ス
ク
を

し
た
り
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
で

咳
や
く
し
ゃ
み
を
カ
バ
ー
す
る
な
ど
の

「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
を
守
り
、
早
め
に
診

察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。 


